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令和 4年 6月 28 日公表 

 

 

令和４年度 第１回金沢支社入札監視委員会 定例会議議事録 

  

開催日及び場所 令和４年６月８日（水）  金沢支社会議室 

出席委員 

（敬称略。委員については、

５０音順） 

委員長：樫見 由美子（学校法人稲置学園 監事） 

委員 ：荒井  克彦 （福井大学 名誉教授） 

        岡田   進  （岡田法律事務所 弁護士） 

髙山  純一 （公立小松大学 教授） 

橋詰  武宏 （丹南見聞録 コーディネーター） 

＜山下義順委員（北陸経済連合会専務理事）はご欠席＞ 

審議対象期間 令和３年１０月１日～令和４年３月３１日 

抽出案件 総件数      ５件 （備考） 

工事（一般競争入札）        １件  

工事（公募併用型指名競争入札）        １件  

工事（個別契約） １件  

調査等（簡易公募型ﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙ方式）        １件  

物品・役務（個別契約） １件  

委員からの意見・質問、それ

に対する回答等 
（別紙のとおり） 

 

委員会による意見の具申又

は勧告の内容 

なし 
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別紙 委員からの意見・質問、それに対する回答等 

１．入札及び契約手続きの運用状況等の報告 

意見・質問 回答 

（１）金沢支社からの報告 

特になし 

 

 

（２）本社 調達適正化推進室・契約審査部の報告及び審議 

工事、調査等の入札不調や低入札の発生状況をみ

るとNEXCOの積算が実態と合っていない可能性が

ある。個々の見積協議や低入札価格調査の結果を

NEXCO 中日本全体の積算にフィードバックするシ

ステム構築が必要と考える。意見として申し上げ

る。 

 

入札不調発生率を見ると調査等は工事の２倍以

上となっているが、設計金額の大小と関係がある

のか。 

 

 

 

 

 

入札不調の原因をきちんと分析することが重要

である。もしそのような状況にあるのであれば、

発注時期をコントロールしていくべきではない

か。 

 

 

 

 

 

土木工事で工期が大幅に増加した事例の理由と

して埋蔵文化財が挙げられていたが、費用が増加

した場合は誰が負担するのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋梁設計も発注規模が全体的にやや大きくなっ

てきていることを考えると設計金額の大小で入

札不調が発生するといった明確な関係はないも

のと考えますが、コンサルが対応できる限度を

超えて一斉に様々な機関が発注するため予定ど

おりの発注が難しい状況にありますので、早め

早めの発注に努めています。 

 

入札不調の検証を行い、さまざまな挑戦をおこ

なっています。発注時期の分析によれば４月、５

月に契約を取り付けやすい傾向がありますので

今年度は４～６月の発注件数を増やしました。

また履行期間についてもフレックスではありま

せんが工程的余裕を持たせることにも挑戦して

います。こうした取組みが来年度以降良い結果

となって表れればと考えています。 

 

NEXCO が負担します。施工前に教育委員会と調整

していますが、実際の発掘状況を踏まえて、工期

や契約金額の変更をおこなっています。 



3 

 

２．抽出案件の審議 

（１）工事（一般競争入札） 

工事名：東海北陸自動車道 城端スマートインターチェンジ工事 

確認協議に移行しているが、相手方はどのように

決めているのか。 

本件は入札を２回実施しており、２回目の入札

結果に基づき総合評価点が最も高い者を確認協

議の相手方としています。 

 

（２）工事（公募併用型指名競争入札） 

工事名：北陸自動車道 敦賀管内転落防止柵設置工事（2021 年度） 

高速道路のガードレールの外に転落防止柵を設

置していることを初めて知った。今後も設置を進

めていくのか。 

 

 

 

 

 

低入札価格調査結果報告書で入札者の信用状態

等の確認結果が記載されているが、従前からおこ

なっているのか。 

 

基本的にガードレールの外に避難場所を確保し

ていますが、本件は本線路肩に隣接して高低差

や開口部が存在する箇所などお客さまが転落す

る恐れのある箇所に転落防止柵を設置していく

工事です。今後も対象箇所を各事務所で抽出し、

事業計画に基づき設置工事を進めていくことと

しています。 

 

そのとおりです。 

（３）工事（個別契約） 

工事名：北陸自動車道（特定更新等）砺波 IC～小杉 IC間床版取替工事（その 3） 

基本契約方式はメリットも多いが、別々に発注し

た場合と比較して入札金額が高止まりとならな

いか。NEXCO でトータル的に見た基本契約方式の

評価をしているのか。 

 

床版取替工事の対象となっていない橋梁はどう

するのか。 

 

 

工期が長くなっているが、例えばプレキャスト床

版を大量に製作し、離れている橋梁の組合せで施

工するなど、工期を短縮する工夫はできないの

か。 

 

 

基本契約方式は入札不調対策として試行的に実

施しており、今後の状況を見て評価していきた

いと考えています。 

 

 

床版取替の必要が無い橋梁についても、予防保

全の観点で床版防水工を積極的に実施していま

す。 

 

プレキャスト床版を工場で製作し現場の作業を

できるだけ少なくするなど工期の短縮に努めて

います。離れている橋梁を同時に施工する場合、

技術者やクレーンなどの確保が必要となり事業

費の増大にも繋がることから、こうしたことも

考慮して工事を進めています。 
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本件のような大規模な工事では工期を短縮する

ため JV が有効ではないか。 

 

 

 

抽出案件（２）でも「週休２日制モデル工事」と

あったが、働き方改革の観点で今後も推進してい

くのか。 

 

本件では３者 JV も認めています。工期を短くす

ると工程が厳しくなり入札不調のリスクが高ま

る可能性もありますが、どのような発注が良い

のか検討したいと考えます。 

 

2024 年度から週休２日および労働時間の制約が

本格運用になることから、NEXCO では発注者指定

型で週休２日工事を標準としています。 

ただし、床版取替のような大型工事については、

交通規制によるお客さまへの影響を最小限とす

る必要があることから、業界団体とも意見交換

のうえ、施工パーティーの完全入替などにより

作業員は週休２日、現場はフル稼働となるよう

調整し、2023 年度から週休２日工事を導入して

いきたいと考えています。 

 

（４）調査等（簡易公募型プロポーザル方式） 

調査等名：北陸自動車道 梯川橋耐震補強設計 

本件を一般競争入札ではなく簡易公募型プロポ

―ザル方式とした理由は何か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注方式に「若手育成型」とあるが、若手技術者

を配置しなくても良いのか。 

 

若手技術者を育成するためにも、配置予定技術者

は若手に限定すべきではないか。 

 

 

かつて一般競争入札で発注していた時はベテラ

ン技術者を配置した場合に評価していました

が、技術者不足から競争環境が整わなくなった

ことから、簡易公募型プロポ―ザル方式におい

て若手技術者を配置した場合に加点要素とする

ことで若返りを図ろうとしました。その中で耐

震補強設計に限定して導入したのは、設計ステ

ップが明確でデザイン的な要素があまりなく、

会社のバックアップがあれば若手技術者でもマ

ネジメントできることから、耐震補強設計につ

いては全社的に簡易公募型プロポ―ザル方式を

導入しています。 

 

そのとおりです。若手技術者を配置した場合に

加点評価します。 

 

2019 年９月から若手育成型を導入しています

が、導入前は 40歳未満の技術者の割合が５％で

したが導入後は 45％まで拡大しています。若手

技術者の配置を加点評価することに同調してい
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若手技術者とは 40歳未満のことか。 

ただく業者が増えつつありますが、若手技術者

に限定すると入札不調を助長しかねませんの

で、そこまでは踏み切れていません。 

 

当初は若手技術者を 40 歳未満としていました

が、技術者不足のため業界団体から要望があり、

現在は 45歳未満まで拡大しています。 

 

（５）物品・役務（個別契約） 

件名：北陸道楽ガイドブック（2022 春号）の製作 

納品時期はいつ頃か。 

 

春号と銘打つのであれば３月末納品では遅い気

もするがどうか。 

 

広告とか自治体からの助成はあるのか。 

 

 

基本契約の有効期間の規定はどうなっているの

か。 

 

３月末です。 

 

お客さまのご利用が多いＧＷを目指して納品し

ており、従前の４月納品から前倒ししています。 

 

地域と連携しながら作成しており、沿線自治体

の広告も掲載しています。 

 

基本契約書第６条で規定されています。 

審議結果 

 

今回の審議案件、説明事項については特に問題なし。意見として以下の４点を申し述べる。 

 

１つ目は、入札における契約制限価格および調査基準価格の決定において、今後も積算の精度を高

めることで、入札不調を防止するとともに入札価格の高止まりを防止することが重要である。 

２つ目は、契約成立後の災害の発生や様々な不測の事態に対し、契約変更においてきちんと対応で

きる体制を整えていただきたい。 

３つ目は、現在建設業界で若手技術者が不足しているとのことで、NEXCO においては 45歳未満の若

手技術者の育成を目的として入札において若手技術者配置の場合に加点しているが、実際に効果が

出ていることから今後もこうした施策の継続が望まれる。 

４つ目は、工事等の種類や契約成立の難易度に応じて様々な入札方式が考案されてきたが、審議案

件の審議において入札方式を採用した根拠が必ずしも明らかにされていないので、今後は入札方式

を採用した根拠についても併せて説明していただきたい。 

 

 


